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１ 経緯 

  横浜国際プールの第３期指定管理者の選定にあたり、横浜国際プール、横浜文化体育館

及び横浜市平沼記念体育館指定管理者選定評価委員会（以下、「選定委員会」という。）は、

応募者から提出された応募書類の内容審査や公開プレゼンテーションを行いました。 
  このたび、審査が終了し、指定候補者を選定いたしましたので、ここに選定結果を報告

します。 
 
 
２ 選定委員会 委員（50音順） 

委員長 間野 義之   早稲田大学スポーツ科学学術院教授 

委員  岡田 奉代   日本水泳連盟委員（大会企画委員会・競技運営委員会） 
齊藤 隆志   日本女子体育大学教授 

（スポーツマネジメント学・担当「スポーツ施設管理論」） 
佐々木 豊子  税理士（東京地方税理士会横浜中央支部所属） 
柴田 武志   横浜市スポーツ推進委員連絡協議会顧問 

 
 
 
３ 指定候補者 選定の経過 

経過項目 日程 

◆第１回選定委員会（傍聴者０名） 

１ 選定スケジュールについて 

 ２ 公募書類の決定 

平成 27年１月 16日（金） 

公募書類の配布（ホームページにて公表） 平成 27年２月２日（月） 

～３月 27日（金） 

現地見学会兼公募説明会（参加必須） 

※申込は、平成 27年２月 13日（金）16時まで 

（申込 13団体、39名） 

平成 27年２月 17日（火） 

公募に関する質問受付（１団体、14 問） 平成 27年２月 17日（火） 

～２月 24日（火） 

公募に関する質問回答 平成 27年３月４日（水） 

応募書類の提出（１団体） 平成 27年３月 27日（金） 

・30日（月） 

◆第２回選定委員会（傍聴者０名） 

 第１次審査 

平成 27年５月 15日（金） 

第１次審査結果の通知 平成 27年５月 26日（火） 

◆第３回選定委員会 

１ 公開プレゼンテーション（傍聴者０名） 

２ 第２次審査 

平成 27年６月 22日（月） 

 
◆は選定委員会 
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４ 選定にあたっての考え方 

  選定委員会では、「横浜国際プール 第３期指定管理者 公募要項」（以下、「公募要項」

という。）においてあらかじめ定めた「審査・選定の手続について」に従って、応募者から

提出された応募書類を審査し、指定候補者を選定しました。 
  選定にあたっては、第１次審査として応募書類の内容審査を、第２次審査として公開プ

レゼンテーション（発表及び質疑）を行いました。 
  なお、評価は、各委員が 100 点満点で採点した上で、平均点を取って委員会としての点

数としました。 
 
 
（１）安定的な経営姿勢・運営実施体制について １５点 

  ア 本市の行政課題及び施策を踏まえた当該施設管理の基本方針について示してくだ

さい。 

イ 基本方針を踏まえた当該施設分野等の目標及び実施策について示してください。 

ウ 天災等の発生後も安定的な施設の管理運営を行うことが可能な経営体制、経営体力、

適正な経営の情報開示（透明性）、類似施設の管理実績について示してください。 

 

（２）施設の平等・公平な利用の確保について ５点 

   誰もが平等・公平に利用できる仕組みづくりと、また、障害児者や高齢者などへの配

慮について示してください。 

 

（３）コンプライアンスについて ５点 

   指定管理者として要求される個人情報保護、情報公開、行政手続等の法令の遵守体制

について示してください。 

 

（４）施設の効用の最大限発揮について ３０点 

ア 利用者の利便性向上のための新たな取組を実践・実行できる体制について示してく

ださい。 

  イ 実現可能な広報・利用促進策について示してください。 

  ウ 利用者の支援策や具体性のあるスポーツ教室等の事業計画及び想定スケジュールに

ついて示してください。 

  エ 利用者数及び施設稼働の拡大に対する計画について示してください。 

  オ 大規模スポーツイベントの誘致の計画について示してください。 

  カ 安全かつ効率的な業務履行をできる体制について示してください。 

 

（５）管理運営経費について １５点 

  ア コスト管理計画において中長期計画や実施・改善計画について示してください。 

  イ 事業収支計画の根拠資料等を詳細に示してください。 

  ウ 業務委託内容及び金額、事業者選定方法の計画について示してください。 

 

（６）施設管理について １０点 

ア 業務の基準及び協定書案等に基づいた、修繕計画と予算について示してください。 

イ 清掃・外構植栽などの管理計画、地球温暖化対策について示してください。 

 

（７）安全管理について １０点 

ア 安全・安心に利用できる体制について示してください。 

イ 事業体全体の危機管理体制について、また、補償体制について示してください。 
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（８）地域との協力について ５点 

   地域におけるスポーツ振興事業の取組や地域と連携した事業について示してください。 

 

（９）モニタリングについて ５点 

   事業の評価を実行するとともに、ＰＤＣＡマネジメント等の事業改善について示して

ください。 

 

 

５ 応募者の制限の確認 

  公募要項に定める「応募者の資格」「欠格事項」「応募者の失格」について、該当のない

ことを確認しました。 
 

【公募要項 14～15ページ ９（５）応募条件等について】 

ア 応募者の資格 

   法人その他の団体または複数の法人等が共同する共同事業体（以下団体という）。 

 

イ 欠格事項 

次に該当する団体は、応募することができません。 

（ア）法人税、法人市民税、消費税、地方消費税等の租税滞納していること 
（イ）労働保険（雇用保険・労災保険）及び社会保険（健康保険・厚生年金保険）への

加入の必要があるにも関わらず、その手続を行っていないもの 
（ウ）会社更生法・民事再生法による更生・再生手続中であること 
（エ）指定管理者の責に帰すべき事由により、２年以内に指定の取消を受けたものであ

ること 
（オ）地方自治法施行令第 167 条の４の規定により、本市における入札参加を制限され

ていること 
（カ）選定評価委員が、応募しようとする団体の経営または運営に直接関与しているこ

と 
（キ）暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77 号）

第２条第２号に規定する暴力団をいう。）又は暴力団経営支配法人等（横浜市暴力団

排除条例（平成 23 年 12 月横浜市条例第 51 号）第２条第５号に規定する暴力団経

営支配法人等をいう。）であること 
※本項目については、提出いただく「申請団体役員名簿（様式３）」により、市か

ら神奈川県警本部に対し調査・照会を行います。 
（ク）２年以内に労働基準監督署から是正勧告を受けていること（仮に受けている場合

には、必要な措置の実施について労働基準監督署に報告済みでないこと） 
 

ケ 応募者の失格 

  応募者が次の事項に該当した場合は、失格となることがあります。 

（ア）オ～クの禁止事項に該当するなど、公募要項に定める手続を遵守しない場合 

（イ）応募書類に虚偽の内容を故意に記載した場合 

（ウ）現地見学会及び応募説明会へ参加していない場合 

 
 

６ 応募団体 

  １団体から応募がありました。 
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７ 選定結果 

  選定委員会において厳正な審査を行った結果、次の団体を指定候補者として決定しまし

た。 

 

順位 
団体名 

共同事業体の場合は、構成団体名 

指定候補者 

市体協・コナミスポーツ＆ライフ・トーリツグループ 
 公益財団法人横浜市体育協会 

株式会社コナミスポーツ＆ライフ 
株式会社トーリツ 

 

 

８ 得点 

 選定の評価基準 配点 指定候補者 

（１） 
安定的な経営姿勢・運営実施体

制について 
15点 13.2 

（２） 
施設の平等・公平な利用の確保

について 
5点 4.4 

（３） コンプライアンスについて 5点 4.4 

（４） 
施設の効用の最大限発揮につ

いて 
30点 25.2 

（５） 管理運営経費について 15点 11.0 

（６） 施設管理について 10点 8.2 

（７） 安全管理について 10点 8.2 

（８） 地域との協力について 5点 4.4 

（９） モニタリングについて 5点 4.2 

合計  100 点 83.2 

 

 

９ 審査講評 

  応募団体が１者のみだったため、この団体が本施設を運営するにふさわしいかどうか、

という観点で選考が行いました。 

現指定管理者として、細かな修繕の依頼にもすぐ対応してもらえるなど、行き届いたサ

ービスが提供されており、活気ある施設づくりが行われている点が高く評価できました。

竹林を活用した地元 NPO 団体との協働など、地域に密着した施設運営の実績があることも

評価につながりました。 
最終年度はオリンピックを控えており、「観る」スポーツを行う施設としての更なる快適

な環境づくり、オリンピックだけでなく、パラリンピックとも絡めた企画の実施、市と連

携したキャンプ誘致などを展開し、市民の記憶に残るプールとなることを期待しています。 
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